


は し が き

柏原市では、現在高井田横穴群の史跡公園整備事業を進めており、平成 4年度

には開園する運びとなりました。この事業を進めるにあたり、公園内にあたるい

くつかの古墳について、保存・公開をはかるために発掘調査を実施いたしました。

本書で報告する高井田山古墳もそうした古墳の一つです。史跡高井田横穴群中

で唯一墳丘をもつ古墳であること、古式の横穴式石室を内部主体とすること、叉

斗・銅鏡・ 甲冑などの珍しく、豊富な副葬品が出土したことなどで大変注目され

るものです。

この高井田山古墳を始めとする貴重な文化財を生かし、自然の中で古代史に触

れ、親 しんでいただくことのできる史跡公園をめざし、今後とも努力してまいり

たいと思います。多くの方々の御来園、御利用をお待ちいたしております。

最後になりましたが、調査を御指導いただいた文化庁、大阪府教育委員会をは

じめとする関係諸機関、諸先生、また発掘調査に深い御理解、御協力をいただい

た地元住民の方々に篤くお礼申し上げます。

平成4年 3月

柏原市教育委員会

教育長 庖刀和秀

口

1.本書の編集・執筆は安村、桑野が行った。

1.本書で使用 した方位は磁北、標高はT.

P.である。

1.調査では堅田 直、田中 琢、水野正好、

勝部明生、角山幸洋、井藤 徹、西山要一、

奥田 尚、今津節生の諸氏をはじめとして

多くの方々に御指導、御協力をいただいた。

記して感謝申し上げます。

例

1,本書は、史跡高井田横穴公園整備事業に

伴い実施 した高井田山古墳 (旧高井田2-

56号墳)の調査概要報告である。

1.調査は文化庁、大阪府教育委員会の指導

に基づき柏原市教育委員会が実施 し、社会

教育課安村俊史、桑野一幸が担当した。

1.調査は平成 2年■月16日 ～平成 3年 4月

26日 の期間行った。

く南側からみた高井田山古墳の石室



1.調査 に至 る経過 と整備計画

柏原市では、平成元年度より3年計画で、

高井田横穴群の史跡公園整備事業を実施する

ことになり、整備対象地約35,000げを東西に

分割 し、平成元年度は全体の基本設計と東半

の実施設計、平成 2年度は東半の発掘調査、

および整備事業と西半の実施設計、平成 3年

度は西半の発掘調査、および整備事業を実施

することになった。また、それまでは約1,40

0ぱ にすぎなかった史跡指定地が、平成 2年

3月 に整備対象全域に拡張、追加指定される

ことになり、文字どおりの史跡公園として、

その後の整備事業が行なわれてきた。

高井田山古墳は、東半の北東部に位置し、

大阪府教育委員会の分布調査では第 2支群56

号墳・ 円墳とされている。位置は、南へのび

る丘陵の南端尾根上に当たり、調査前は確か

に円墳状の地形を呈しているものの、石材も

みられず、古墳か否かも確認できなかった。
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そこで、実施設計では、発掘調査を実施 し

た後、古墳であることが確認されれば、円墳

広場として芝生張りの広場に整備することに

し、文化庁の了解を得た。

この計画に基づいて、平成 2年11月 より、

トレンチ調査を実施 したところ、古式の横穴

式石室を主体部とすることが判明し、石室内

の転落石を除去すると、甲冑らしき鉄製品が

検出された。そのため、至急に大阪府教育委

員会に連絡をとり、文化庁の指導のもとに、

石室床面まで発掘調査を実施することにした。

これに伴って、平成 2年度中に整備予定で

あった当古墳の整備を平成 3年度に延期する

ことにし、調査と平行に、整備のための実施

設計を進めた。その結果、類例の少ない横穴

式石室であるため、マルチシュルターで石室

を覆い、見学できるようにし、墳丘には最小

限の見学路と説明板を設置し、他は芝生張り

とする。また、石室内には出土遺物のレプリ

カを展示 して、整備を進めることにした。
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△高井田横穴群全体図 (太線内は史跡指定地)



△石室に落ち込んだ天丼石

2.調査 の経過

平成 2年 11月 16日 、器材を搬入、 トレンチ

を設定 し調査を開始 した。丘陵頂部にあたる

I区では多量の石材が検出され、中央部の石

材を除去 しなが ら全体の形の確認を急 ぐ。

11月 21日 、板石を積み上げた右片袖式の横穴

式石室が確認されるとともに、奥壁に沿って

鉄製品 (短 甲、冑の一部)が並んでいること

も明らかになった。墳丘の測量結果や以上の

発掘調査の結果をもとに、今後の調査方針を

検討するために12月 6日 から調査を中断した。

翌平成 3年 1月 16日 、文化庁田中哲雄氏の視

察、指導を受け、玄室に限定 して調査を継続

することになった。

1月 23、 24日 、銅鏡、英斗を検出。実測、

写真撮影終了後、遺物の劣化、盗難等に備え

るため周辺の精査前に取り上げを行った。そ

の後甲冑、刀剣・鏃などの鉄製品、玉類、須

恵器などを精査するとともに、 2月 18日 、礫

致きの玄室床面のうち鏡、英斗の出上 した部

分の「崇Jぎ取り」を行った。 3月 7日 、石室

の実測を開始。ほぼ実測の終了した4月 6日 、

現地説明会を行う (雨、参加者約500人 )。 そ

の後墓拡、盗掘城などの細部を調査。盗掘に

よって崩れていた西壁中央部は玄室を埋めて

いた石材を用いて新たに積み上げ、また玄室

内部に向って傾いていた東壁南半部について

は石材を積み直すことによってほぼ垂直にす

るなど、側壁について若干の修復を加えた。

4月 26日 、整備後公開を計画している玄室を

除き、他を全て埋め戻 して調査を終了した。

く東側壁の石を積み直す

△半壊した羨道天丼石を取り除く

剪斗周辺の床面の剖ぎ取 り



3.位 置 と環境

高井田山古墳は、高井田横穴群の史跡指定

地内北東部に位置し、標高646mを 測る。現

在は古墳のすぐ北側にまで住宅地が迫ってい

るが、本来は北から南へのびる細長い尾根の

南端稜線上に位置し、北から南へ徐々に低く

なってきた尾根頂部が、高井田山古墳の位置

で再び高さを増 し、その先端は急激に落ち込

んでいる。現在は樹木が繁茂 しているが、樹

木がなければ、大和川を眼下に見下ろす絶好

の立地である。

地質的には、高井田山古墳から北側は、花

闘岩の風化土を地山とし、南側では、花開岩

層上に堆積 した凝灰岩層を地山とする①この

凝灰岩層が露頭する高井田山古墳の東側 。南

側には多数の横穴が掘削されており、高井田

横穴群の第 2支群を形成 している。

第 2支群から深い谷を挟んで東側には第 1

支群、同じく深い谷を挟んで西側には第 3、

4支群の横穴が分布 しており、総数162基を

数える。これらのうち、第 2～ 4支群が、国

史跡に指定され、史跡公園としての整備を実

施 している範囲に当たる。

高井田横穴群の北側、高井田川を挟んだ山

地斜面には 7～ 8世紀代の集落である高井田

遺跡が位置するが、この高井田遺跡から北の

安堂 。太平寺にかけては、 5世紀末葉から6

世紀前葉にかけての木棺直葬を主体部とする

古墳が数十基存在 したと考えられる。後世の

削平を受けているため、主体部・墳丘を確認

できる例は少ないが、埴輪は相当広範囲から

出上 しており、当古墳と時期的に平行する点

で注目される。

また、古墳時代の集落としては、高井田山

古墳の北1.5～ 2 kⅡ に位置する大県 。大県南

遺跡、あるいは北西 2 kЮ に位置する船橋遺跡

をあげることができる。大県・大県南遺跡は、

鍛冶専業集団の集落と想定されており、 6世

紀においては、おそらく全国最大の鍛冶工房

が存在 したと考えられる。また、船橋遺跡は

学史的にも著名な大集落であり、国府の推定

地にもあげられている。高井田山古墳の被葬

者は、このどちらかの集落と深い関わりがあっ

た人物ではないだろうか。

高井田横穴群の形成は6世紀中葉以降であ

り、高井田山古墳に後続する古墳は周辺には

確認できない。また、先行する古墳もなく、

単独墳であることにも注意したい。
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4.墳 丘

トレンチを丘陵の頂部 (1)と 、そこから

放射状に5ヶ 所 (H～Ⅵ)、 別に lヶ 所 (Ⅶ )

設定 した。丘陵頂部は径約 7mの平坦面であ

り、西側は東側に較べて著しく急斜面になっ

ているため、西側道路の付設、その他によっ

て旧状が失なわれているものと判断された。

各 トレンチの状況からみると、この丘陵で

は標高61～63mま で凝灰岩が堆積 し、周囲の

高井田横穴群と同じように現実に古墳の真下

にも凝灰岩層を利用した横穴が築かれていた。

この上に風化、砂質化 した花闘岩塊を含む橙

色上が堆積 している (地 山)。 この橙色土は

標高64m付近でほぼ平坦に整地され (Vト レ

ンチ層序の写真)、 ここに石室を収める墓拡

が掘り込まれていた。墳丘には炭粒、小礫の

多い土砂が盛土されていた。

墳丘の末端や築成の状況については全く確

認できなかったため、墳形や規模については

不明であるが、Ⅵ トレンチでは石室の中央部

から約1lm隔たった位置で傾斜が著 しく平坦

に変化 していたことから、径約22mの円墳と

推定した。ただ地形からみていくと北側に小

さな造りだしをもつ可能性も考えられる。

玄室の崩落土から埴輪、須恵器、土師器、

Ⅵ トレンチ北端の平坦部分で埴輪小片が検出

されたが、他の トレンチからは何も出上しな

かった。墳頂部における若子の埴輪の樹立や

祭祀の存在などが推定される。

△ Iト レンチ南端 墓道検出状況 (南から)

く Iト レンチ石室の検出状況 (北から)

壌
章麹

△調査前の墳丘

‐』一」



レ
遠
景

（南
西
か
ら
　
手
前
は
大
和
川
）

隣
遠
景

（北
か
ら
　
】返
く
は
二
上
山
）

防
墳
丘

（北
西
か
ら
）



＼且

―
サ
イ
〃
‐―
‐――

却

舟

脚

脚

竹

Ⅳ

Ｉ ＩＩ

酎

― Ｉ

Ｈ

勺

／

／

／

ノ

ヽ

、―

ィ
′―

―

‐
イ
／
／

路

‐

‐

イ
横穴

‐
＼

＼

＼

＼

△古墳測量図

△ Vト レンチ (墓拡近 くの層序 )
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△Ⅵ トレンチ (北か ら)



5。 横穴式石室

主体部は、偏平な板石を積み上げて築かれ

た右片袖式の横穴式石室であるが、調査前に

天丼はすべて崩落し、両側壁中央付近も玄室

内に倒れ込んでいた。また、右側壁中央部は

盗掘かと考えられる後世の攪乱によっても損

なわれていた。

石室は、地山面を整地 した後、5.4m× 3.5

mの墓拡を掘り込んで築かれている。玄室の

長さは3.73m、 幅は奥壁部分で2.34m、 玄門

部分で2.26m、 羨道の長さは約2.Om、 幅は

玄門部で1.18m、 墓道の長さは約2.7mを測

る。玄室主軸は、N-23°一 Eである。

玄室平面形は、やや奥で広がるものの、ほ

ぼ長方形となり、玄室の幅と長さの比は、お

よそ 1:1.6、 また袖部と羨道幅の比は、お

よそ 1:1と なる。

奥壁の最も残存状態が良好な部分で現存高

約1,3mを測る。玄室四隅はほぼ直角をなし、

壁面も垂直に立ち上がるが、奥壁両隅の最上

部では、角に三角形状に石材が積まれ、若千

の持ち送りが確認できる。この状況から、床

面から約 lmの墓拡上面まで、石材10段前後

を垂直に積み上げた後、石材を持ち送 って

ドーム状の天丼を築いたものと考えられる。

壁面を垂直に積み上げている部分では控積み

は全く認められず、持ち送り部分には若干の

控積みがなされていたようである。

天丼石は 3枚程度と推定され、その一石と

考えられる大形の石材が、玄室内から出土 し

ている。

△横穴式石室全景 (北から)



△閉塞状況
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羨道は、閉塞石が良好な状態で残存 してお

り、これを現状保存することにしたため、細

部の構造は確認できない。現状から考えると、

羨道の軸は玄室の軸よりやや左に振 っている

ようである。

玄門部の天丼石と考えられる石材が、ほぼ

原位置を留めていると考えられる状況で検出

され、閉塞石の状況か ら、羨道の天丼石はこ

れ 1石のみと考えられる。

玄室床面は、ほぼ平坦であるが、羨道端部

では玄室床面より約15cn高 くなっている。こ

の間の床面の状況は、閉塞石によって確認で

きないが、おそらく緩やかに傾斜 しているも

のと考えられる。また、玄室床面には一面に

小礫が敷かれていたと推定されるが、この礫

致きは玄門部で途絶え、羨道部には続いてい

ない。

石室石材は、割石も認められるが、大半が

自然石である。奥 田尚氏の鑑定によると、

カンラン石輝石安山岩・輝石安山岩であり、

一部を芝山か ら採取、他を大和川の河原か ら

採取 したものとされている。

△南西隅角部 △北西隅角部 △北東隅角部
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6.遺物 の出土状況

玄室出土遺物の概略は以下のようである。

東 棺

銅鏡 1 英斗 1 金製耳環 2 ガラス玉

326(5群) 不明銀製装具 4 鉄刀 1

西 棺

金製耳環 1 鉄刀片 1

その他

〔武器〕 鉄槍 5 鉄矛6(片刃4 両刃 2)

鉄剣 1 石突14(大 4 小10) 鉄鏃約

150 鉄刀片など

〔武呉〕 冑 1 短甲1 頸甲1 肩甲 1組

培訂髯雪/Jヽオし糸9250

〔馬具〕 餃具 1 鐙片 1

〔農工具〕 刀子 1 鉄鎌 1

〔その他〕 鉄製飾金具 金銅製不明品片

鉄釘・鑑 布 漆膜 棺材

〔土器〕 須恵器 (有蓋高杯 8組 無蓋高杯

3 磁 1) 土師器 (長頸壷 1)

崩落土

埴輪 須恵器 (器 合 2 壷 2) 土師器

(長頸重 1)

副葬品の種類、数量は整理途中のものであり、

攪乱、不明鉄製品の数も多い。

玄門を入 った正面、東側壁に沿って長さ

220cm、 幅58cm、 高さ60cm程 の東棺が復原でき

る。棺内では頭部と小日板の間に銅鏡、英斗

が置かれ、頭部の左右に一対の金製耳環、右

腰に鉄刀、頸飾。手玉。足玉にあたる5群のガ

ラス玉、足もとから不明銀製装具が出土した。

西棺は東棺に対応する位置に遺物が出土 し

たため図のように復原した。

武器は東・西棺の間、東 。西側壁に沿って

置かれていた。槍・矛などの刺突呉はいずれ

も鋒を奥壁側に向けており、奥壁西隅ではこ

れらは鉄鏃の上にのっている。ここでは連続

した山形文の残る漆膜が検出されており、胡

纂、柄などの皮革、木製品が想定される。

武具のうち冑は石に潰され、頂部を東に向

けた横倒 しの状態で出土 した。短甲は奥壁に

押しつけられたようにほぼ倒立 した状態で出

土 しており、草招を合め棺の上に置かれてい

たものが転落 した可能性がある。

床面に敷かれた礫には朱の付着したものが

みられる。棺材に朱が塗付されていたことを

示すのであろう。
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△遺物出土状況略図
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△鏡、剪斗、ガラス玉などの出土状況 (南西から)

△胃、頸甲、肩甲の出土状況 (南から)

△東棺 鉄刀の出土状況 (北から)

△玄室北半部の出土状況 (南から)

△短甲、鉄鏃、鉄槍などの出土状況 (南から)

△草招小札の出土状況 (南から) △須恵器の出土状況 (西から)
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△横穴式石室実測図



△神像 (西王母)

7.遺 物

画像鏡 (径20.6cm)

神人龍虎画像鏡とも呼ぶべきもので、乳で

4分割された内区には仙人の侍す神像と龍 。

虎像とが一対で配されている。神像は銘文か

ら東王父・ 西王母とみ られ、X線写真か ら

「王氏作党佳且好 明而日月世之保服此党者

不知老 寿而東王公西王母山人子高赤松 長

保二親宜子孫」の銘が読みとれる。鏡面を上

向きにして置かれ、付着 していた繊維からは

麻、綾、錦などの布に包まれていたことがわ

かる。綾には連続 した菱形文様をみることが

できる。同じ大きさ、文様の鏡は京都市西京

区鏡塚古墳、奈良県榛原町愛宕山古墳、岡山

県長船町築山古墳、福岡県犀川町馬ヶ丘古墳

から一面ずつ出上 している。

△鏡背に付着していた綾



貝 斗

火災斗 (ひ のし)形の青銅器。古代のアイ

ロンともいわれるがその用途は明確ではない。

遺骸頭部と棺小回板との空間に火皿を奥壁側

にして置かれていた。出土時には柄の上に板

がのっていたが、これは木箱等の部材ではな

く棺材 (側板)と 判断 した。

全長46.5c皿 、火皿口縁部径16.l cd・ 底部内

径10 cm。 高さ4.9 cm、 重さ890g。 柄の長さ

30.4cm、 幅2.5cm・ 2.2 cm、 断面形は下方に丸

みをおびた半円形である。火皿口縁部は外方

に大きく広がり、そこに6条の圏線がめぐる。

また底部から高さ2.5c皿 の部位にわずかな段

がある。柄は約3.5度 の角度で斜上方に付き、

火皿と一体で鋳造したものである。英斗の柄、

火皿回縁・内面には麻布、絹布などがみられ、

また火皿にはS撚紐が残っているが、これが

布に付属するものなのか、例えば手燭の灯心

のように英斗の用途に関わるものなのか明確

ではない。朝鮮半島や中国に較べ日本では古

墳時代の出土例が少なく、完形では奈良県橿

原市新沢千塚126号墳例、断片では福岡県吉

井町塚堂古墳例が知られるのみである。
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△更斗実測図

△貝斗
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△火皿内の撚紐



△衝角付冑

△頸甲、肩甲

甲 冑

冑は横矧板鋲留式衝角付冑。半円形に曲げ

た帯金を絨 した銀が付属する。また衝角部の

前部から頂部に接 し木心に絹布を巻いたもの

が出上 しているが、冑の部品か否か不明であ

る。甲は横矧板鋲留式短甲。多くの部分が失

われているが、引合板の断片などから右前胴

開閉式とみられる。革包覆輪をもち、顕甲、

半円形の帯金を絨 した肩甲が付属する。小札

が約250枚あり草招とみられる。縦断面形か

ら平板と屈曲をもつものとがある。いずれも

幅 3 cal前後であるが、前者には長さ8.1～8.8

Cdの ものがあり、後者は9.l cmと やや長い。

下縁は革帯で包んで革紐で綴られ、横に連接

されている。

■rrEI■
△木芯布巻不明品

△草招小札

16

△小札革紐 △小札革組 △下縁の革帯



△西糟の鉄刀

E ■  ■

武 器

武器には鉄刀、鉄剣、鉄槍、鉄矛、鉄鏃な

どがある。断片となっているものも多 く、盗

掘拡などか らも出上 しているため、全体的な

数量を数えることは難 しい。

東・ 西棺にはそれぞれ一本の鉄刀が副葬さ

れ、東棺のものは長さ約79cⅡ である。

鉄剣は完形品が 1点 ある。長さ約37cmと短

かい。木で持えた柄には糸を密接 して巻きつ

け、さらにその上にやや太い糸を斜格子状に

粗 く巻いている。

鉄槍は 5点を数えることができる。茎の基

矯

△鉄刀片
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△鉄矛
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端部から鋒まで長さ約32側 、約41 cm、 さらに

長いものなどがある。明瞭な関はなく、木質

の痕跡から柄縁は槍身の両面に舌状に突出し

たものであることがわかる。

鉄矛は 6点ある。矛身には刀身形 (片刃)

と槍身形 (両刃で棒状に近い)と があり、前

者の袋部は平縁、後者の袋部は三角形に切り

込んだものである。前頁写真の鉄矛は槍身形

であり、長さは約44cmである。

鉄槍・矛の付属具として鉄製石突が14点あ

るが、大・小があり、また身部と対応する位

置からは出上 していない。

鉄鏃のほとんどは長頸鏃であり、鏃身、関、

逆刺などに種々のものがみられる。長さは約

17.5 cmあ り、茎には矢柄も良く残っている。

他に10点程の無茎・短茎鏃がある。深い逆刺

をもち、鏃身中央部に円孔の穿たれたものも

ある。玄室西北隅部では、出土状況からみて

鉄鏃に 5群のまとまり (長頸鏃群 4、 無茎・

短顕鏃群 1)があるが、単純に計算すれば一

群は20～25本の鉄鏃で構成されている。

E E コ

謹嬢艤艤驚］蛉　．

姦
鯵

重

△長頸鏃

王8

△無茎・短茎鏃
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△ガラス玉 (手玉)

△金製耳環 (上は東棺 )

金製耳環

東棺のものは重量4.3gと 4.4g。 対になる

ものだろう。西棺のものはやや大きく重量

5.3g。 いずれも金の丸棒を曲tず たものであ

る。

ガラス玉

頸飾と思われる 1群は英斗の柄の位置に折

り重ねて置かれ、遺骸の胸元に垂下されてい

たものではない。厚さ1.4 caの 金色のもの 1

個、厚さ1.5 cmの 淡緑色のもの 2個の他は、

厚さ l cm程の濃紺色の丸玉である。手玉には

顕飾と同じ丸玉が20個程使われている。足玉

には厚さ0.5 cm程の濃紺色の臼玉が55個程使

われている。

。。に階。。

△ガラス玉 (足玉)

△漆膜

漆 膜

玄室西北隅、短甲や武器の出土 した場所で

検出された。鋭角的な山形文が連続 し、処々

に糸の通るような微小な円孔がみ られる。

幾
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△銀製装具

農工具

写真の刀子は身の長さ6.85cn。 棟関があり、

茎には木質が残る。鉄鎌は先端部を欠 くが、

もと部をわずかに折り曲げた、やや内反りの

ものである。

馬 具

馬具とみられる鉄製の餃具 (帯金具)が 1

点ある。長さ6.8cm、 幅4.5 cn。 刺金の先端部

を欠く。木芯鉄板張輪鐙は吊り手の一部であ

る。断面長方形の木質に鉄板をはり、一端に

は踏込部に連接する断面方形の木心に鉄板を

はった 2本の棒状部がみえる。釘が正面から

左・右に 2本、側面から1本 うたれている。

その他

鉄製棺釘はいずれも折曲頭。写真は東棺の

もので、左端は長さ18cmあ る。木質の残り方

には 3通 りあり、ここから最大10側 厚の板材

が復原できる。鑑には完形品がなく、いずれ

も断面長方形。右端は長さ8.6cm。

上の写真は東棺の副葬品で、南小回部近く

から出土 した。銀製で断面形は卵形。筒状の

ものと一端に底面のつくものとがある。木質

の付着 した鉄片が差 し込まれているものもあ

り、兜金・ 回金具・銘のような刀子の装具で

あろうか。

△刀子 (上 )、 鎌

△餃具 (左 )、 鐙片

百  ■  E

△精釘

20 鑑 >



△焚斗 柄部の麻布

布

英斗、銅鏡には布の断片が付着 している。

英斗の柄の表面には麻布の痕跡が明瞭であり、

裏面にもわずかに及んでいる。ただ、ここに

は他の繊維も残り、また火皿には絹も残って

いるため、少なくとも2種類以上の布に包ま

れていたものと考えられる。こうした状況に

ついては銅鏡についても同様である。表を向

いていた鏡面の布は腐qIHが進んでいたが、そ

れでも麻布、絹布 (錦、綾)が折り重なった

状態で残っていた。鏡背側での布の遺存状況

は比較的良好で、このうち綾は経 3枚綾とい

う方法で織られ (角山幸洋)、 連綾菱形文を

みることができる。

△銅鏡 鏡面の麻布

△銅隣 鏡背の綾

I  I  12mm △銅鏡 鏡背の綾

1  l  12mm

I  1  12mm

I  I  12mm

△剪斗 火皿口縁部の絹布 I  1  12mm △銅鏡 鏡背の絹布 I  1  12mm



土 器

土器は、石室内に崩落 していた土砂や石材

に混 じって、土師器の長頸壺 2点、須恵器の

壷 2点、器合 2点分が出土している。壺と器

合は 2セ ットが墳丘上に置かれていたと推定

され、完形の上師器長頸壷は玄室南西隅の床

面よりやや上層で出土 している。

玄室床面出上の須恵器は、玄門付近に集中

し、ほぼ原位置を留めていると考えられる。

有蓋高杯 8セ ット、無蓋高杯 3点、磁 1点が

出土しており、蓋杯は全く出土 していない。

有蓋高杯は、蓋の稜線が鋭く、杯部の立ち

上がりが非常に高いものである。脚部の透 し

窓は、すべて三方である。無蓋高杯は2種に

分けられ、大形の 1点は杯部外面に波状文を

有 し、脚部は三方に透 し窓を有する。小形の

2点は透しながなく、淡灰白色を呈し、軟質、

焼き歪みがみられる。磁は頸部外面に波状文、

体部に刺突文を施 している。

これらの須恵器は、陶邑T K23、 もしくは

T K47型式と考えられ、 5世紀末葉頃に位置

づけられるであろう。

△石室内崩落土出土土器
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△石室床面出土土器

%



△有蓋高杯 △尾

埴 輪

埴輪は、すべて小片であり、石室内崩落土

中からその大半が出土している。蓋形埴輪の

立飾り部分の小片 1点を除き、他はすべて円

筒、もしくは朝顔形埴輪である。

口縁部は、緩やかに外反 し、端部を丸くお

さめるものと、体部から直線的にのび、端部

が面をなすものがみられる。凸帯は、偏平な

合形断面を呈するものが大半を占め、三角形

状の断面を呈するものもみられる。

0                       20cm

△石室内崩落土出土埴輪

外面調整は、タテハケ後に継続するヨコハ

ケ (B種ヨヨハケ)が施されるものが多 く、

1次調整のタテハケのみを施すものもみ られ

る。ヨコハケは静止痕は左下がりとなる。

内面調整は、ユビナデ、ユ ビオサエを基本

とし、口縁部にはハケメもみ られる。

透孔は円形に限 られる。

出土状況や、量が少ないことから考えると、

噴頂に十数本が樹立されていただけではない

かと考えられる。
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8。 まとめ

高井田山古墳の発掘調査では、畿内でも最

古級の横穴式石室を主体部とする古墳として、

6世紀以降畿内を中心にして爆発的に増加す

る畿内型横穴式石室出現の様相を探るための

貴重な資料を得ることができた。

現在 日本における横穴式石室の出現は、朝

鮮半島諸国との密接な交流をもった4世紀末

葉の北部九州地域に求められている。そして

地域的、階層的変容を遂げながら5世紀中葉

には、竪穴糸横回式石室あるいは肥後型石室

と呼ばれる北部九州地域の横穴式石室が、畿

内とその周辺地域で一部に採用されるように

なったと認識されている。

ところで高井田山古墳は、平面形の長幅比

が1.6:1の右片袖式横穴式石室で、玄室の

四隅は直角、周壁は残存する高さ約1.3mの

高さまで板石を垂直に積み上げ、玄室に向っ

てわずかに降る羨道、墓道をもち、礫塊を積

んで閉塞したもので、須恵器から5世紀末葉

の年代が与えられる。さらに天丼は高さ2m

以上で持ち送りの急な ドーム状、羨道は高さ

1.lm前後で天丼石は 1枚 と推定される。こ

れを周辺の古墳と比較すれば、古市古墳群中

の 5世紀中葉とされる藤井寺市・藤の森古墳

から高井田山古墳へ、さらに6世紀初頭に位

置づけられる大阪市・七ノ坪古墳へと、畿内

の初期横穴式石室には右片袖式が多いという

設定内で、横穴式石室導入の契機と玄室面積

拡張の方向性とを推測することもできる。

しかし、翻って石室は立体的な構築物とい

う視点からみれば、高井田山古墳と藤の森古

墳との間には、玄室前壁などの在り方に大き

な違いがあり、また同時期の北部九州の横穴

式石室とも様相を異にしている。そうした意

味では高井田山古墳の横穴式石室の糸譜を直

接朝鮮半島、特に横穴式石室の発達 した 5世

紀の百済地域と畿内との緊密な交流の中に求

めることも全く不可能なことではない。

いうまでもなく竪穴式石室を伝統的葬法と

した畿内では、横穴式石室や須恵器副葬に代

表される新来の葬法、儀礼を導入するうえで、

背後に複雑な社会関係と歴史的過程とが存在

したであろう。したがって高井田山古墳の理

解を進めるためには、単に横穴式石室の構造

や年代的考察だけではなく、舶載とみられる

英斗などの青銅器や技術的に最新のセット関

係をもつ甲冑をはじめとする武器・武具など

の副葬品、古市古墳群周辺部に位置し他に連

続して築かれた古墳がみられないという立地、

周辺の先行・後続する集落遺跡の性格などを

総合的に判断していくことが必要であり、整

理を進めるうえでの今後の課題としたい。

雨中の現地説明会隣

貫斗、銅鏡の出土状況レ
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